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1.緒

磁気 断器ほ最近急速に発 断韓で,油および圧縮空気を

使用しないから保守が簡単で,かつ火災の心配がないことを

している｡日立磁気 断器ほ昭和28年以来数千台が

長と

造されたが,

定格も第1表に示すように各種のものが豊富に標準化され,活発な

需要に応じている｡ここに日立磁気

し,使用者各位の参考に供する｡

断器の保守点検について紹介

2.日立磁気遮断器の構造

2,】遮断部の構造

第l図は日立磁気 断器の外観図,弟2図は内部構造説明図で

第2図
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運断器を昇降させ断路痴人切操作右転う一元云
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遮断器を固定し,断路都を昇降して断路部め大切操作を行う方式
据置形

数字は遮断容量を示します｡
式の説明‥ MAは直流電磁操作式,VMAは不足竃圧引外線輪付直流電磁操作式を示

します｡
他に02TMA(過電流引外線輪付直流電磁操作式)があります｡

＼＼十

ある｡操作器のトリップコイルに閉路の信号が送られる

と,操作器ほ閉路動作を開始し,可動接触子が動きはじ

める0可動接触子は固定接触子と離れ,電流咋補助接触

子より可動接触子へと流れるようになる｡さらに可動の

接触子の閉路動作が進むと接触子は遂に完全に離れ,補

助接触子と可動接触手間にアークが発生する｡アークは

非常に短時間のうちにアークホーンに移行し,電流は吹

消線輪に流れる｡鉄心および磁鉄板が励磁され,アー

クほ強力な磁束によりアークシュートの奥深く駆動され

る｡アークシュートは第3図に示すようにⅤ字形のみぞ

をもったジルコソ磁器のアークバリヤを積重ねているの

で,アークはアークシュートの深奥部にいくに従って引
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第31蛍1日立磁気遮断器のアークシュート

作.主 軸

旬 メー∵/レバー

｢わ フ ッ ク

G)フック炭りバ手

(む｢7ックレバ】

(タ)投人用押棒

(力 投入用固定て-~-7-ト】-γ

(示)役人コイル

しわ 投入コイルケーース

包)投人用可動ア∴-rrチ∵1フ

(ゆ 手動投入ローラ

(吟 手動役人レノニー

(t主もスト ッ
パ

⑪ ささえレバー

(強 ささえローラ

偏･授人口,-ラ

しゆ 手動抑ボタン

卓ゆ 引ほずL用F-1`劫､′ナーー~､′ナユン

し珍 引はずしコイ′Lケー1

･如 引ほずしコイル

窄¢ 引はずし固定アーー～-r二】-ア

･均 引はずし用神体

第4l実l[l上磯気遮断器の操作構造Iヌ】

きのばされかつ冷却されて,7∽ク電圧は上昇し電流容値で消孤さ

れる｡ 断時の電孤ガスほアークバリヤにより冷却され,さらに金

属冷却板により十分に冷却されてから絶縁カバーの上下に放出さ

れる｡ 断部は絶縁カバーでおおわれ各相聞はカバーに取付けられ

た′ミリヤによって隔離されている｡~可動接触子の背後に空気吹付け

ピストンを取付け, 断の際にシリンダ内の額気をアークシュート

内部砿吹付けるようにしてある｡磁気吹消し作用を十分に発揮でき

ない小電流に対してはこの空気吹付け作用によってアークを餌時間

内に 断することができる｡主接触子にほ銀接触を採用し,強力な

バネによって衝合接触しているので通電能力ほきわめて大きい｡補

助接触子にほ銀タソグステン合金を他用しているので,

紡が軽微である｡

断時の損

2.2 操作機構の構造

操作機構は標準として直流ソレノイド投入方式を用いている｡1自二

流電源が得られない場合は,交流電源をセレンまたほシリコン整流

ご諏.テ･l0.心■鼠

第5図 アークシュート取外し説明図

器により直流に整流して操作

l河である｡ 入ユよ紬こ

源とする｡弟4図ほ操作機構の説明

断器で多年の経験を経た操作機構にさらに

改良を加えたもので,投入力が強く軽快な動作のトリップフリー式

操作機構である｡

3.保 守 点 検

保守の臼的は性能の維持を計るとともに不良箇所の早期発見に努

め,万一事故が起った際ほ適切な処置を行うことにある｡保守点検

ほ次のとおり分類される｡

(ト)購入時の点検

(2)巡礼･エ検

(3)定期点検手入

(4)臨時点検手入

｢5)事故の場合の対策

(6)保守点検のための各種

次に日立磁気 断署削こつき以上の項目別に

3.1購入時の点検

新たに購入して据付ける場合

する｡

断器の坂概説明喜をよく読んで理

解する必要かあることはもちろんであるが,付属品のチェックをし

て購入したものが間遠いなく到着しているかどうかを調べる｡据付

け後長期間他用しなかったり,じんあいがはいったおそれのある場

合ほ次のような点検を必要とする`｡

断部の点検

断部を引き‖して点検する｡

線カバーを_耽りほずし,

断部を引きⅢすには後部の絶

断部締付けナットをゆるめると 断部

ほ弟5図のように引山すことができる｡遮断部内部はⅤ字形のみ

ぞを有するジ′レコン磁気板が積み重ねられているが,この隔壁に

じんあい,異物が付着していないかどうかよく点検する｡また接

触手付近のじんあいも十分清掃する｡

(2)絶縁に関する点検

がい予,がい管および操作ロッドを十分乾いた布で拭い,じん

あい,塩分などを完全に除去する｡海岸に近い発変電所,建設中

のためセメント粉,上砂などのじんあいのはげしい発電所などで

ほ特にこの点に注意する｡絶 抵抗はよく清掃した状態でほ普通

1,000Mn以上ある｡極端に低下したものほさらに清掃して測定

を線返す｡

(3) 容量に関する点検

端子は確実に外部導体に接続されなければならない｡通

102-【

部分

_胸
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禰別技触子(国虐側)

補助接触子(可動側)

可動接触子

妓入也置

第6事実1接 触 部 調 整 説 明l対

第71冥l磁気遮断器用潤滑剤!ヒタゾル

のボルトナットのゆるみを点検し,電流を流した畔過熱しないよ

う十分締めつけるべきである｡ 酌虫一
､ 部断 を引J11すと停易

に点検できるこ､接触部の接触が不完全であると過熱したり,

の際主接点がいたんだり, 断容読が小足したりする原因となる

ので正確に確める必要がある｡すなわち電磁拙作が投入し′て第d

図にホすように1珂定接触子のワイプが2′-､ノ3mmあるかどうか点

検する｡規定のワイプがない場合は図に示す操作ロッドのネジで

調節する｡

なお同定接触子と可動接触二戸の接触面,およびそのほかの脊椎

ピソ まにはヒタ ゾルが薄く塗ってあるがこれをぬぐった場合,碑

りなおすとよい｡.ヒタゾ′レは黒鉛微粒子をターービンi‥=｣一にコロイ

ド状に懸濁したものでこれを塗ることにより輝 を減少しカジリ

を防ぐ｡.また導電性のため導電部に塗っても告はない｡塗布する

時はうすくぬって流れHさないようにすることと,絶縁物に付着

しないようにすることが必要である｡弟7図のようにかん入にな

って販売されているからもよりの常葉所に申し出られたい｡

(4)操作に関する点検

手動投入を行って動作が円滑に行われているかどうかを点検

し,次に電磁操作を行う｡手動投入のレバーほ弟8図にホすよう

にそう入する｡メタルクラッドスイッチギヤ入りのものは,テス

トキャビネットを使用すると電磁操作が簡単に行える｡すなわち

弟9図に示すように 断器をメタ′レクラッドスイッチギヤのほか

に引出してからテストキャビネットを 断器の制御酉己繰のプラグ

に接続すれば,テストキャビネットに付属のコントローールスイッ

チにて ことができる｡操作にl する点検事項としてこの

ほかに,オイルダッシュポットの仙量の点検を行い油量が不足し_

ていたら補充しなければならない.｡帥ほOCB,変圧器などに用

いる絶縁浦を使用する.

3.2 巡 視 点 検

巡視点検は通電中のため 断君に近寄れない場合が多く,特にメ

タルクラッドスイ､ソチギヤに納められた場合は 細箇所 困が検

仁･.､;竺,∴去 日~1tた磁気遮断器の保守
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第8I実】 ト軌投入レバーをそう人した状態

固定側アラクー

テストキャビネット
本 体

遍断患イ則フラグ

第91ヌlテストキャビネットの操作

難である∩ このため`卜記する程度の点検を行って異常の有無を判定

する.｡

(1)がい子類の点検……破損,じんあいの付着,き裂,コロナ

発生の有無を点検する｡

(■2)温 姥 上 井…‥㌧異常な温度上昇をしている場合は変色異

臭などがみられる｡

｢3､)開聞表ホ絹および開閉表示灯......開閉 示器がiI三しく 刀■く

をしているかどうか点検する｡中途でと

まっているような場合は 断岸本体に異

常があるか,または開閉表示器が故障し

ているかどちらかである｡開閉 示灯の

指示不良ほラソプの断線,補助スイッチ

の放障などによるものである｡

(■4_)外観の見られる節所の各機構の折損,汚損などの有無の点

検

r5)二配給電流 断時の点検……外鮎点検を行い過度の噴煙,異

臭またほアークこん跡などの有無を点検

し,異常があった場合は早速臨時点検手

入れを行わなければならない｡

3.3 定期点検手入

定胤■よ検手入ほ 断器の動作1rll数に応じて点検の基.準年を設けて

おき定期的に点検手入を行うもので,これによって 断器の寿命を

はるかに延すとともに,事故を未然に防止するなど重大な役巨lをも

っている｡定期点検手入は普通点検手入と精密点検手入に分けられ
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第2表 磁気遮断器の普通点検手入

点検手入箇所

ワック部,ピソ

スプリング

締 付 部

制御回路の端子部

補助開閉器

各種の線輪

役人操作主電磁石

オイルダッシュポット

絶 縁 物

絶縁抵抗の測定

点検手人要項

当り面の摩耗,損乱発錆の有無の点検,じん

あいの清掃,ヒクゾル塗布

さび,変形,折損の有無点検,みだりに調草し

てはいけない

ボルトナットの増締,ス7ヘリソグワッシヤ割り

ピソの折軌脱落の点検

配線,接続部のゆるみの点検

配線,接続部のゆるみ,接触状況の点検

巻線表面の損軌断点,ふくれ出し,コソパウ

ンドの流出の点検

プランジャのさぴ,点検,じんあいの清掃

油は充てんされているか

じんあいの清掃

主導電部と大地間,同相端子間,相問

第3表 磁気遮断器の精密点検手入

点検手入箇所

オイルダッシュポット

アークう′1一ト

空気吹付装置

絶 縁 物

接 触 鮪

締 付 部

る｡普通の磁気

点検手入要項

分解してビストソ面のカジリ点検,油が変質し

ている時は製作者指定の油と取換える｡

じんあい,金属粉の清掃

分解してシリソダ内面とピストンとのカジリの

点検を行う,しゆう動面にグリースを薄く塗る｡

表面が傷ついている場合は,ヤスリでみがいて

ベークライトワニスをぬる｡

娘傷している場合はヤスリでみがく｡はなほだ

しく損傷している場合は交換する｡

ゆるんでいないか点検増締めを行う｡スプリソ

グワッシヤが折損していないか点検を行う｡

断器の使用状態でほ前者は2年に1回,後者は4

牢に1回程度行えばよい｡ただし最初の精 点検手入は据付使用開

始後のできるだけ早い機会に行うのが望ましい｡第2表に普通点検

手入の要二質を,弟3表に精増点検手入の要項を示す｡

3.4 臨時点検手入

上記の窟記点検のほかに下言己の場合ほ臨時点検子入をしなければ

ならない｡

(1)巡視点検により異常を発見した場合

(2)定格
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断梓量に近い事故電流を 断した場合

Vol.22 立

目

◎調質鋼熔接部のき裂伝播特性に関する研究

◎逆ひずみ,拘速度と角変形および薄板における変形に

ついて

◎直交異方性板理論による道路橋鋼床板の実験的研究

◎鋼材切削における正而フライスカッタの工具寿命につ

いて

●_専ピ
第4表 保守のための操作試験

(3)短絡 断に際し特にはげしいショックがあったと認められ

またほ外部点検を行って過度の噴煙,異臭を認めたとき

比較的軽度の短絡 断を数十回行ったとき

負荷電流を1,000同程度開閉したとき

3.5 事故の場合の対策

突発的な事故の場合ほもちろんであるが,上記の臨時または定期

点検の結果異常が認められた場合はただちに対策を講ずるとともに

原因をつきとめなければいけない｡部品で破損などの理由により交

検する必要を生じた場合はただちにもよりの営業所に申し出て,部

品を入手する必要がある｡この場合必要なことは事故 断器の形

式,定格および製造番号を申し出るとともに,事故の内容および緊

急度を述べていただくことを要望する｡工場に在庫のある場合はた

だちに部品を急速し,交換できるし,また適切な対策を工場より提

案することができるのでぜひ実行を望みたい｡また納入より相当年

数を経過しているものは部品が現在の標準品と異なり工場にない場

合があるがこのような時,製造番号を正確にご通知願えないとせっ

かく送付した部品が取付かぬようなことになるので持意願いたい｡

3.d 保守のための操作試験

操作試験ほ定期または臨時点検手入に際しなにか手落ちあるいは

不ぐあいがなかったかの確認を行うためのものと,点検手入におい

て特に異常が認められた時のみに行うものがある｡これら操作試験

の要点を弟4表に示す｡

4.結

以上,日立磁気

言

断器の保守点検にについて述べたが 断器の諸

性能は適切な保守点検を行ってはじめて長年月保証されるものであ

るから,使用者各位においては保守の電要性を認

されるようお暇する次第である｡
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次
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し適切な保守を

◎テ レ モ ー タ の性能に:関する実験的研究

◎原 油 お よ び電油 の放射線損傷の研究

◎高圧水門扉に加わる水圧力に関する実験的研究

◎船 体 部 原 図 配 管 法 に つ

◎ル ル ギ Dewight･Lloyed 焼 結 機 に つ

◎特 許 お よ び 新
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